
はじめに

看護大学生は，将来において医療や公衆衛生の場面で

禁煙指導を行なう立場であり，喫煙に対して正確な知識

をもって行動することが期待されている．しかしながら，

大学生の喫煙者割合は入学後学年が上がるごとに高くな

り1-3），看護師の喫煙者割合は一般女性よりも高いという

報告4-6）がある．また，韓国においても青少年の喫煙問

題が表面化してきており7），早急な対策が求められてい

る．喫煙に関わる問題は，日本と韓国それぞれの国にお

いては研究が取り組まれているが，日本と韓国で共同し

て調査した論文はほとんどない．喫煙問題の対策は，幅

広い取り組み方法で実施することが効果的であることか

ら，看護大学生の禁煙対策を検討するために同じアジア

でありながら文化背景の異なる日本と韓国で同じ質問紙

を用いた意識調査を行なった．

この研究の目的は，看護大学生の喫煙状況と喫煙に対

する態度や認識を日本と韓国で比較することで，看護大

学生の喫煙問題対策のあり方を検討することである．

対象と方法

１．調査対象

A大学医学部保健学科看護学専攻学生（以下，A大学）

と韓国B大学看護学科学生（以下，B大学）を対象とし

た．A大学は長崎県にある国立系総合大学であり，B大

学は韓国晋州市にある看護師や検査技師など医療従事者

養成の私立大学である．調査は，講義終了時に口頭と紙

面上で，研究の主旨とプライバシーの保護，回答は強制

ではないことを説明して質問紙の配布を行い，回収ボッ

クスを使用して回収した．A大学259名（１年次生68名，

２年次生54名，３年次生73名，４年次生64名，回収率

86.3％），B大学278名（１年次生98名，２年次生90名，

３年次生90名，回収率92.7％（B大学は３年課程））から

回答を得て，分析対象とした．

２．調査方法

同一内容の質問紙を作成するため，韓国B大学研究者

が日本語で作成した質問紙をEメールで送付してもらい，

内容を確認し日本語に即した言い方に修正した．再度，

B大学に送付し内容の確認を行った後に使用する質問紙

とした．

質問紙は無記名とし，調査内容は年齢，性別，ひとり

暮らしや家族同居，友達との同居，寮などの生活形態，

学生自身が１ヶ月に自由に使用できる金額などの情報と，

喫煙行動の有無，禁煙あるいは将来の喫煙開始の意思，

喫煙の健康影響に関する知識，喫煙に関する社会的な意

識などであった．喫煙の有無の区分は，この１ヶ月間に

１日でもタバコを吸った日があれば喫煙ありとするように説

明した．質問項目の内容は信頼性のあるものであった

（Cronbach's alpha 0.64）．なお，調査期間は，A大学

では2007年７月から８月，B大学では2007年10月であった．

回収したデータは，それぞれの大学において集計を行

い，各自の集計結果を交換して分析した．分析は，χ２

検定とMann-Whitney testを用いて危険率５％で検定

した．
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３．倫理的配慮

質問紙は無記名とし，個人に関する情報は年齢と性別

の最小限とし個人が特定されることがないように配慮し

た．なお，本研究は，A大学医学部保健学科の倫理委員

会で承認を得て実施した．

結 果

１．対象者の概要

対象者の概要を表１に示す．A大学とB大学ともに全

体に占める男性の割合は少なく，同程度であった（A大

学8.9％，B大学8.3％）．また，全対象者の平均年齢は

20.3歳であった．生活形態は，A大学学生では「１人暮

らし」60.2％が最も多く，次に「家族と同居」35.9％で

あったのに対し，B大学学生では「家族と同居」36.9％，

「寮」24.9％，「１人暮らし」16.5％，「友達と同居」16.2

％と異なった構成であった．学生自身が１ヶ月に自由に

使用できる平均金額は，A大学学生34,586円，B大学学

生238,618ウォン（約24,267円）であった．

２．喫煙の状況

この１ヶ月間に１日でもタバコを吸ったことがあるか

の問いに「はい」と答えたのは，A大学３名（1.2％），

B大学４名（1.4％）であった（p＞0.05）．しかし，A大

学では３，４年次生に喫煙ありの回答があったが，B大

学では１，２年次生に喫煙ありの回答があった．（表２）

３．喫煙の健康影響の知識

喫煙の健康影響に関する質問項目に対し「はい」「い

いえ」の選択で回答を求めた．表３に各項目の「はい」

と答えた割合を示す．循環機能や癌，妊娠への影響など

の疾患に関連する項目や喫煙の仕方と健康への影響に関

する項目は，両大学ともに知識ありの回答が高い割合で

あり有意差は見られなかった．しかしながら，判断や行

動に関する項目では両大学間の回答に有意差が見られた．

「一般的にタバコを吸う人は吸わない人より寿命が短い」

の質問項目で，「はい」と答えたのはA大学93.4％であっ

たのに対し，B大学では76.3％と有意に低い割合であっ

た（p＜0.05)．また，「喫煙で運動能力が低下する」は，

A大学96.9％，B大学77.3％（p＜0.01）であった．「喫煙

はストレスを解消させる」に「はい」と答えたのは，A

大学60.6％，B大学33.8％であった（p＜0.01）．「人が集

まる場所での喫煙は法律違反である」の質問項目で「は

い」と答えた割合は，A大学52.1％であるのに対し，B

大学88.8％と有意に高い割合であった（p＜0.01）．

４．将来の喫煙開始の意思と禁煙困難感

自身の将来の喫煙開始に対する意思を「友人が喫煙を

すすめたら吸ってしまうかもしれない」，「今後１年間に

喫煙を開始するかもしれない」，「５年後には喫煙をして

いるかもしれない」の３項目で質問した．回答は「全く

そう思わない」，「そう思わない」，「そう思う」，「とても
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表１．対象の概要

Ａ大学（日本） Ｂ大学（韓国）

１年次生 ２年次生 ３年次生 ４年次生 １年次生 ２年次生 ３年次生

n=68 n=54 n=73 n=64 n=98 n=90 n=90

性別 女性
男性

60（88.2）
8（11.8）

50（92.6）
4（7.4）

67（91.8）
6（8.2）

59（92.2）
5（7.8）

88（89.9）
10（10.2）

82（91.1）
5（5.6）

82（91.1）
5（8.9）

平均年齢 18.9 19.7 21.3 22.0 19.4 20.5 21.6

生活形態 １人暮らし
家族同居
寮
下宿
友達と同居
親戚の家
未回答

36（52.9）
29（42.6）
1（1.5）
1（1.5）
1（1.5）
0
0

35（64.8）
14（25.9）
0
3（5.6）
0
1（1.9）
1（1.9）

40（54.8）
31（42.5）
0
0
0
1（1.4）
1（1.4）

45（70.3）
19（29.7）
0
0
0
0
0

14（14.3）
40（40.8）
32（32.7）
1（1.0）
6（6.1）
3（3.1）
2（2.0）

19（21.1）
25（27.8）
19（21.1）
0

20（22.2）
3（3.3）
4（4.4）

13（14.4）
37（41.1）
16（17.8）
1（1.1）

19（21.1）
4（4.4）
0

１ヶ月の平均的金額（日本円） 25,689 33,804 39,576 39,852 21,788 24,713 26,550

表２．喫煙の状況ａ

Ａ大学（日本） Ｂ大学（韓国）

１年生
２年生
３年生
４年生

0
0
1（1.4）
2（3.1）

3（3.1）
1（1.1）
0
－

合計ｂ 3（1.2） 4（1.4）

ａ「1ヶ月のうちに１日でもタバコを吸ったことがある」に「はい」と答えた人数
ｂ χ２検定ｐ＞0.05

（％）

（％）



そう思う」の４段階であり，A大学とB大学の間には差

が見られなかった（Mann-Whitney test p＞0.05）．し

かし，A大学では学年間の関連が見られないのに対して

B大学は学年が上がるごとに喫煙開始の意思がやや低く

なる傾向があった．（表４）

「喫煙を始めたら止めるのは難しいと思う」に「そう

思う」と答えた割合は，A大学86.9％，B大学55.3％で

あり，有意な差が見られた（p＜0.01）．B大学では学年

間の差はなかったが，A大学では２，３年次生で禁煙を

困難と感じる割合が高く，１，４年次生で低くなってお

り，学年による禁煙困難感のとらえ方に違い見られた

（図１）．

５．喫煙者に対するイメージ

「喫煙をする男子学生/女子学生は友達がより多い」，

「喫煙する男子学生/女子学生は格好よい」，「喫煙する

男性は男らしく洗練された大人に見える/喫煙する女性

はおしゃれで知的な大人に見える」の項目で喫煙者に対

するイメージを質問した．A大学とB大学の間で有意差

はなく，イメージが悪い回答が高い割合を占めた

（Mann-Whitney test p＞0.05）（図２）．

考 察

１．看護大学生の喫煙行動

今回の調査の看護大学生の喫煙者の割合は，過去国内

で報告されている10％前後3，8，9）という値よりもかなり低

い割合であった．これは，大学内で実施した自己記入式

の質問紙調査であるという限界も考えられるが，著者ら
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Ａ大学（日本） Ｂ大学（韓国） p値ｂ

血液循環に悪影響を及ぼす
肺がんなどのさまざまな癌を引き起こす
妊娠中のタバコは早産や低出生体重に影響を与える
喫煙で皮膚が乾燥して荒れる
喫煙で歯が変色したり口臭が発生したりする
一般的にタバコを吸う人は吸わない人より寿命が短い
少量のタバコは健康に影響がないと思う
タバコを吸い始めるのが早ければ早いほど健康に悪い
煙を肺まで吸い込まなければ健康に影響がない
隣の人の煙は自分にとって有害である
タバコはストレスを解消させる
喫煙で運動能力が低下する
タバコがやめにくいのはニコチンの影響である
人が集まる場所での喫煙は法律違反である

99.6
99.6
99.2
88.8
98.8
93.4
11.6
97.7
8.9

99.6
60.6
96.9
95.4
52.1

93.5
97.8
95.3
92.1
96.4
76.3
12.9
93.2
13.7
96.4
33.8
77.3
91.4
88.8

n.s
n.s
n.s
n.s
n.s

p＜0.05
n.s
n.s
n.s
n.s

p＜0.01
p＜0.01

n.s
p＜0.01

表３．喫煙の健康影響の知識ａ

Ａ大学（日本） Ｂ大学（韓国）

１年生
n＝68
２年生
n＝54
３年生
n＝73
４年生
n＝64

１年生
n＝98
２年生
n＝90
３年生
n＝90

友人が喫煙をすすめたら吸ってしまうかもしれない そう思う
思わない

5.9
89.7

1.9
98.2

6.9
93.2

4.7
95.3

9.1
88.8

6.7
93.3

2.2
96.6

今後１年間に喫煙するか喫煙開始するかもしれない そう思う
思わない

3
92.6

3.7
96.3

1.4
98.7

4.7
95.3

6.1
91.8

6.7
93.3

4.4
94.4

５年後には喫煙をしているかもしれない そう思う
思わない

4.4
91.2

3.7
96.3

5.5
93.1

6.3
93.8

2
95.9

2.2
96.7

0
98.9

表４．将来の喫煙開始の意思

そう思う；「とてもそう思う」と「そう思う」の回答を合わせた割合
思わない；「全くそう思わない」と「そう思わない」の回答を合わせた割合
Mann-Whitney test ｐ＞0.05

ａ 各項目に「そう思う」と答えた割合
ｂ χ２検定

図１．禁煙困難感

（％）



が数年前に行った同様の調査報告1，2）でも1.8％という値

を示していたことから，地方都市にある大学の現状を示

す妥当な値であると考えることができる．国内で報告さ

れてきた看護大学生の喫煙の調査は，首都圏で実施され

たものが多いために地方都市での調査結果よりも喫煙者

割合が高いことも考えられる．また，健康日本21施策や

健康増進法の施行により，未成年者の喫煙防止対策がす

すめられ数年の間に，若年者の喫煙者割合が急激に減少

してきている 13）ことも影響していると考える．結果で

は喫煙者の割合が低く，両大学間に有意差は認められな

かったが，興味深いところは，A大学では３，４年次生

に喫煙者があり，B大学では１，２年次生に喫煙者があっ

たという学年の違いが認められた点であった．日本では，

看護大学生の喫煙者割合は年齢が高くなれば増加すると

いう結果がある8，9）が，韓国では専門的医療従事者にな

るという意識の向上から看護師の喫煙者は少ない10）．ま

た，韓国において看護師は，禁煙指導や禁煙カウンセリ

ングの主要な役割を担っている7）．韓国の青年期の喫煙

者割合は増加しているものの，看護師になるという意識

の芽生えから学年があがると禁煙を実施していることが

考えられる．一方，日本では女性において看護師の喫煙

者割合は一般女性よりも高い11）．これは，日本の看護師

は専門的業務上のストレス解消の手段として喫煙行動を

とっているためである4）と言われている．しかしながら

看護師は，健康や医療に携わる専門職であり，役割行動

と意識の変容を含めた教育の充実が必要である．

２．喫煙に関する意識と態度

喫煙の健康影響では，身体面への影響や疾患との関連

の知識を問う質問項目（肺がんなどの癌を引き起こす，

早産や低出生体重に影響するなど）は両大学間に違いは

なかった．しかし，回答者の認識や態度を問う項目（一

般に喫煙者は寿命が短い，喫煙はストレスを解消させる，

人が集まる場所での喫煙など）では，A大学とB大学の

回答に違いが見られた．また，喫煙開始後の禁煙困難感

でも両大学間に大きな違いがあった．これらは，喫煙に

関する知識のレベルでは同程度であるが，喫煙への態度

や認識のレベルでは違いがあると考えられた．B大学の

保健学研究
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図２．喫煙者に対するイメージ



ある韓国では，禁煙対策が国の政策として推進されてお

り法律での規制がなされている．また，企業などの禁煙

支援プログラムも充実しており12），禁煙しやすい環境が

調っていることも影響していると思われる．一方，日本

の禁煙対策は，小中学校からの教育において喫煙の害や

悪影響を強調しながら，自らが喫煙しないことを認識し

て態度を決定していくという方法である．最近の政策と

しては，健康増進法の受動喫煙の防止と健康日本21での

未成年者の喫煙防止であり，禁煙化のための直接的なも

のではない．

両大学ともに，喫煙者に対するイメージは悪く，これ

が大学生の段階で喫煙をしていないことに影響を及ぼし

ていると思われた．将来の喫煙開始の意思のある学生も

非常に低い割合であることから，今回の対象から多くの

喫煙者が生じる可能性は低いと考える．しかしながら，

本当に喫煙を開始するものが少ないことを確認するため

に看護大学卒業後の看護師勤務状況時での追跡調査が必

要であると思われる．

まとめ

日本と韓国の地方都市で看護大学生を対象に喫煙の状

況と意識を同じ質問内容での自己記入法による調査で行

なった．両大学の学生の生活背景では違いがみられたが，

喫煙の状況は同程度で低割合であった．しかし，韓国B

大学では低学年で喫煙者がみられ，日本A大学では高学

年でみられるという違いがあった．喫煙に関する意識調

査では，知識を問う質問項目では差がなく，認識や態度

を問う質問項目では違いがみられた．これらには両国の

喫煙対策のあり方の違いが影響していると考えられた．
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Abstract We investigated a smoking situation among nursing students and their attitude on smok-

ing. The subjects were nursing students studying at a university in southern Japan and those studying

at a college in the southern part of South Korea. Differences were observed in the living background of

the students at both universities, but the percentage of students who were smoking was almost the

same in both universities and it was small（1.2 percent at A University（Japan）and 1.4 percent at B

College（South Korea））. At B College those who were smoking were freshmen or sophomores, while at

A University they were juniors or seniors. In an attitude survey on smoking, although no differences

were observed in the items that ask about knowledge of smoking, differences were observed in those

items that concern the awareness of smoking or attitude toward smoking. We believe that differences

in measures taken against smoking in both countries are reflected in them.
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